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「島根大学公開講座受講生の学習行動・学習意識に関する調査」

平成25年度調査報告

1調査の概要

1.調査の目的

大学公開講座は、大学の専門的、総合的な教育・研究機能やその成果を社会一般に開放するた

めに、その大学の教員が中心となり、主に地域住民を対象に生活上、職業上の知識、技術及びー

般教養等の学習機会を提供する教育的な事業といわれてぃる。

本学の公開講座は、一般市民が気軽に受講できる地域の重要な学習機会のーつになっており、

講座の内容も社会人・職業人を対象とした専門的な内容だけでなく、一般教養、語学、趣味、ス

ポーツなど大学の特色を生かした多彩で幅広い内容となっている。受講の対象も、特に限定され

ない一般市民であり、職業を持つ社会人だけでなく、内容に応じて小・中学生から高齢者までの

幅広い年代層が対象となっている

また、本学の公開講座は、前述の趣旨を踏まえ、いわゆる大学公開講座だけでなく、学生対象

の授業を公開授業として一般市民が受講できるよう体制を整えており、両者を合わせて島根大学

公開講座として広く展開している

本調査は、島根大学における公開講座・公開授業受講生の学習行動・学習意識を分析し、島根

大学公開講座への期待や希望、講座の評価等を明らかにすること、社会や市民の二ーズに対応し

た公開講座のあり方を検証するためのデータとして活用することが目的である。また、この調査

は、毎年継続して実施しており、これまでの調査結果とあわせて、公開講座のあり方の比較検証

データとして活用する予定である

調査方法

平成25年度調査は、本学の公開授業、公開講座の受講者に対して、「公開講座

講にあたっての学習意識と学習行動」の調査を実施した。

山調査対象平成25年度前期・後期の公開講座、公開授業受講者

(小・中学生、高校生等の18歳未満の受講者を除く)

②調査期間前期(平成25年9月~平成25年10月)※各講座終了時

後期(平成26年2月~平成26年3月)※各講座終了時

③調査方法質問紙調査法

・公開講座受講者は、各講座終了時に直接配布、回収

・公開授業受講者は、各期授業終了時に配布、後日回収

④回収結果前期・後期の受講者710人に質問紙を配布

(公開講座受講者544人、公開授業受講者166人)

回答回収数:公開講座 380 (回収率 699%)

公開授業 89 (回収率53.6%)

合計 469 (全体回収率66.1%)

有効回答数 (有効回収率65.6%)466

※基本的属性の未記入回答は無効と見なした

公開授業の受
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3.調査項目

a)回答者の属性(男女・年代層・居住地域・職業)

②公開講座の情報取得、交通手段、受講経験、年間受講状況

③公開講座の受講理由

④公開講座の学習成果の活用方法

⑤大学での学習希望、学習関心

⑥島根大学公開講座への要望、感想旧由記述)

4.回答者の基本属性

d)回答者の属性(性 年齢)
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Ⅱ調査の結果と考察

島根大学公開講座は、一般市民対象に開講される「公開講座」と学生向け授業を一般市民が戸講

できるよう公開した「公開授業」から構成されており、それぞれが特色ある学習機会となってぃる

「公開講座」は、 1回から10数回の講義及び実技から構成され、既定の受講料により有料講座、

無料講座に分かれて実施されている。一方、「公開授業」は大学学年歴に従って前期、後期に2回
実施され、学生とともに受講する15回の講義から構成され、すべて有料講座として実施されてぃる

本調査は、「公開講座」及び「公開授業」の受講者を対象に、前期、後期の講座終了時にアンケー

ト用紙を配布し、その場で回収するか、もしくは、各人に本センターに届けてぃただいてぃる以
下、その調査結果のまとめたものである

1.受講者の属性

①性別【問 1】

受講者の性別は、表1のとおり、男性が498%、女性が50.2%とほぼ半数づっとなってぃる

図1 受講者の性別(男女比%)

女性
502%

表1 受講者の性別

)年代【問2】

受講者の年代は、表2 のとおり、 60歳代が最も多く全受講者の認.6%、次に70歳代が23.8%、

50歳代が13.フ%となっている。受講者の年代構成も、60歳以上の高齢者層が全体の約7判(68.5%)
を占めており、講座受講者の大きな特徴となってぃる

次に、 60歳を年齢の区切りとして、受講者の男女構成を比較してみると、表3、表3 -1、

図3、図 3 -1のとおり、 60歳未満の世代では、女性の受講者が7割(72.1%)を超えてぃる。

一方、 60歳以上の世代では、男性の受講者が多く6割(59.9%)を占めてぃる
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図2 受講者の年代
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図 3 受講者の年代別男女構成人数(【問]】ゞ肌"2】)

38.6

137

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

23.8

表2

年代

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

合計

0

受講者の年代

人数

15

19

48

64

180

111

28

466

柊・・.S,'

,が)
②

50

11

12

19

100

%

02

32

4.1

103

13.フ

38.6

23.8

6.0

100.0

11

29

53

150

表3 受講者の年代別男女比

男性

男性98

:10

年代

200
(人)

20歳未満

20歳代

30歳代

如歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

合計

36

人数(人)

女性82

男性

女性

(【問1】ゞ【問2】)

女性

15.4

43

50.2

%

0.0

1.フ

3.0

82

4.フ

422

323

フ.8

49.8

人数(人) %

0.2

3.2

4.1

103

13.フ

38.6

23.8

6.0

100.0

64

180

111

28

466

4.フ

5.1

12.4

22.6

35.0

人数(人)

15

19

48

全体

〒
、

三
一

丸
＼
迦

工

匂

工
0
 
5
 
0

1

0
 
4

7
 
3

1
 
2
 
9

ー
ー
 
2

冶
4
少
Q

3
2
6
0
3

5
8
3
1
2



図3 2 60歳を年齢の区切りとした年代別・男女別受講者数の比較
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③居住地【問3】

受講者の居住地は、表4より、公開講座の主な開催会場となってぃる本学キャンパスが所在
する松江市(83.0%)、及び出雲市(6.フ%)の 2 市で全体の 9判弱(89.フ%)を占めてぃる

大部分の受講者は、本学からの距雜的な長短はあるが、およそ1時間圏内の市町村に在住して
いることが明らかになった

男女別受講者数の比較
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)職業・業種【問4】

受講者の職業は、表5から無職が48.1%と最も多く、次に専業主婦(主夫)が17.8%で、この

両者で受講者全体の3分の2近い65.9%を占めている。なお、その他の職業は、公務員の9.0%
を最高に他はすべて10%以下であり、公開講座受講者の職業は、全体として、無職と専業主1缶
(主夫)の市民が中心となっている

図5 受講者の職業・職種
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表5 受講者の職業

職種

商工自営業

自由業偵営)

会社員

農林浄、業従事者

専業主婦(夫)

公務員

団体職員

無職

パート・アルバイト

学生

その他

合計

公務員
9.0

さらに、受講者の年代別の職業・職種を詳細に把握するために分析を行った0 すでに、60歳

未満の受講者の7割以上(72.1%)を女性が占めており、 60歳以上の年代では逆に男性がほぽ
6割(59.9%)を占めていることは明らかになっている0

次に、受講者を60歳未満と60歳以上に分けた場合の職業にっいて見てみると、表6、図6、

表6 -1から、 60歳未満では、「公務員」の25.9%を筆頭に、「専業主1市(夫)」 17フ%、「云社
員」 143%、「パート.アルバイト」 13.6%と続いており、「公務員」が他の職業に10ポイント
近く差をっけて現役世代として最大の受講者層となっている

また、 60歳以上の世代の職業を見てみると、全体の7割近い67.フ%が「無職」であり、続い

て「専業主婦(夫)」が179%で、他の職種はすべて4%以下となっているこのように60歳
以上の受講者の職業は、「無職」と「専業主婦(夫)」で85.6%を占めており、この両者が中心
となっている。

このように受講者の職業構成は年代とともに変化しており、各年代の受講者人数の増減はあ
るが、 20歳代は「公務員」(46.フ%)、 30歳代は「会社員」(263%)、 40歳代では「公務員」

(37.5%)、 50歳代では「専業主婦(主夫)」(28.1%)がそれぞれの年代の取大数の職業となっ
てぃる。なお、 60歳代以上は全ての年代で「無職」が最大の職業となっている0

60歳代以降の「無職」の増加にっいては、 50歳代の「無職」の割合が10.9%であるのに対し
て、 60歳代になると533%と一気割合が5倍に増加していることから、その原因は、 60歳を1見
に退職された社会人が、大学の公開講座等での学習活動を始めたことによるものと考えられる0
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次に、表6-2から、受講者の各職業における男女の違いを見てみると、男性232人の内の

69.0%、 160人が「無職」であり、次は「公務員」で9.1%、 21人となっている。この「公務員」

を含めて、「無職」以外の職業はすべて10%未満で、男性受講者のおよそ7割が「無職」となっ

ているまた、女性受講者234人の内、 342%にあたる80人が「専業主婦」であり、次に「無

職」が27.4%、「パート・アルバイト」が10.フ%と続いている。他の職種は全て10%以下の少数
となっている。

続いて、各職業における男女の構成比を見てみると、男性の比率が7割を超えるのは、「商

工自営業」「農林漁業従事者」「団体職員」「無職」となっている。逆に女性の比率が7判を超

えているのは「自由業(自営)」「専業主婦」「パート・アルバイト」となってぃるなお、「会
社員」「公務員」「学生」は男女の比率に大きな差異はない

図 6 受講者の年代別職業比(【問 2】ゞ肌ヨ4】)
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2.公開講座の受講申請状況

①公開講座情報の取得方法【問5】

公開講座の受講に関する情報取得は、表7の通り、本センターが配布してぃる「案内小冊子」
が517%で、半数以上の受講者が講座情報の情報源としてぃる続いて「大学ホームページ」
が223%、「棄斤聞折込の募集チラシ」が17.4%と続いてぃる以下、「クチコミ」「市町村広報」
「公共施設等配置チラシ」等が続いてぃる

図7 受講者の情報収集手段
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②島根大学公開講座の受講経験【問田

受講者の受講経験は、表8 より「初めて」の方が27.フ%、「2 回目」が18.9%、 3 回目以上が
53.4%とりピーターがおよそ 4分の 3 を占めているこのりピーターの多さが、公開講座匡溝
者の増加の大きな要因になっていることと考察される
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新聞折り込み募集チラシ

新聞記事(講座等案内)

テレビ・ラジオ等の告知

公共施設等配置チラシ

市町村の広報

学校地域集会配布チラシ

クチコミ

その他

図8 受講者の受講経験
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表8 受講者の受講経験

人数
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88

249
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初めて

2 回目

3回目以上

合計
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)公開講座情報の取得方法と受講経験(【問5】 X 【問6】)

公開講座の受講に関する情報取得手段は、前項の表7の通り、受講者全体としては、「案内
小冊子」が51.6%で、半数以上の受講者の情幸臓原となっていることが明らかになったが、今後、
本学の公開講座をより多くの般市民の生涯学習活動に供するためには、「初めて」公開講座
を受講する一般市民の情報源が何であるのか明らかにする必要がある。そのため、「公開講座
の情報源」と「受講経験」のデータをクロス集計すると表8-1の結果となった0

「初めて」の市民が公開講座に関心を持って見ているのは、「大学ホームページ」と「新聞
折込みの募集チラシ」の2つの情ま臓原が、同率202%と最大となっている0 これらは、不特疋

多数の一般市民を対象としたものであり、この情報源は、新規受講者の獲得に結びっいたもの
と考えられる。その次に「公開講座募集案内小冊子」が17.8%、「クチコミ」が17.1%、「学校
地域等での配布のチラシ」が12.4%で続いている

このように「初めて」公開講座を受講される市民は、ーつの情報源をみて多くの人が受講す
る訳ではなく、幅広い様々な情報源から満遍なぐ情報を得ていることが明らかになった0 )の

ことは、受講者の増加を目指すためには、年に数回の大々的な募集だけでなく、常日頃から日

常生活圏内の公民館や図書館などの公共施設や講演会、行政の広報等を活用することが肝要と
し、える。

一方、受講経験者の方々は、本学より送付される「公開講座募集案内小冊子」が64.6%と圧

倒的な情報源であり、その他の情報源は「大学ホームページ」が23.2%、畔斤聞折込み募集チ
ラシ」が16.4%で続いてぃる。その他の「市町村広報のお知らせ」「クチコミ」等が続いてい
るが、いずれも情報源としての利用度は10%以下となっている

表8 公開講座情報の取得方法と受講経験

初めて

人数

26

23

26

10

13

10

16

22

5

152

大学ホームページ

受講生募集案内小冊子

新聞折込みの募集チラシ

新聞の記事

テレビ・ラジオ等の案内

公共施設に配置のチラシ

「市町村広報」のお知らせ

学校・地域等で配布のチラシ

クチコミ

その他10
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0.0

5.1

9.2

3.9

8.9
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リピーター

人数%

23.2 1 10478

217 64.6 1 240

%

202

17.8

20.2

フ.8

0.8

10.1

フ.8

12.4

17.1

39

合計
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リピーター」は、 2回目と3 回目以上の受講者数の合計
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3 公開講座の受講理由、活用方策、関心事等

①公開講座の受講理由【問7】

公開講座受講者の受講理由では、表9・図9より、 7割を超える74.5%の戸講者が「興味の
ある内容の講座があるため」を選択し、次には、回答者の半数にあたる50.4%の工講者が「幅
広い教養を身にっけるため」を選択しており、これら2項目は他の項目と比較して10ポイント
以上の高い選択率となっている。このことから、「興味のある内容の講座がある」や「幅広い
教養を身にっける」等の受講者の「学習関心」や「学習目的」が公開講座を受講するという学
習行動の大きな要因となっていると推察される

続いて、受講者の受講理由として「心、のハリや生きがいを味わうため」が38.0%、「'艮職後
の余暇の充実のため」が32.0%、「生活の時間に余裕ができたため」が27.5%と比点で選択され
ている他の項目は、さらに10ポイント以上低い選択率となってぃる

これらの3項目を選択した受講者の年齢構成を見てみると、「心のハリや生きがいを味わう
ため」を選択した受講者の797%が60歳以上の高齢受講者となってぃる。同様に、「退職後の
余暇の充実のため」では94.6%、「生活の時問に余裕ができたため」では、 84.4%が高齢戸講者
が選択しており、これらの項目内容は、受講者の7割を占める60歳以上の高齢受講者の学習活
動の行動要因となっていると推察される。

これらの上位の選択項目から、考察するとより多くの市民の参加を得るためには、地域住民
の学習二ーズを広く把握し、個々人の自己啓発・自己実現に結びっく高度な内容の教養講座や

社会の変化に対応した専門性の高い講座の開講が今後、ますます必要となってくるものと考え
られる

表9 公開講座の受講理由

受講理由項目

1 幅広い教養を身につけるため

2 専門的知識や技術を学ぶため

3時代や社会の変化に遅れないため

4 心のハリや生きがいを味わう

5 興味のある内容の講座がある

6 友人・知人にすすめられた

7 話を聞いてみたい講師がいる

8 退職後の余暇の充実のため

9 仕事に役立つ資格を取得する

10 健康のため医療・介護知識を学ぶ

Ⅱ地域活動等の社会貢献に活かす

12 生活の時間に余裕ができたため

13 いろいろな人と交流する

N 大学の雰囲気を味わう

15 その他

N=466 M.T.=3213

人数%

235 50.4

58 12.4

78 167

17フ 38.0

347 74.5

35 フ.5

34 73

149 32.0

7 1.5

62 133

48 103

128 27.5

63 13.5

66 142

10 2.1

1497度数合計



図9 公開講座の受講理由
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)学習の成果の活用方法【問田

学習の成果の活用方法は、表10・図10のとおり、 80.8%の高い選択率で受講者が「趣味'教

養を高め、生きがいや楽しみにする」を選択している次には、「自分の健康管理やスポーツ

活動等に活かす」が227%、欧Π識や技術を高めたり、資格を取得したり、自己啓発を行い、

仕事に反映させる」が20.5%で続いている。

これらのデータから、多くの受講者は、問7で選択率の高かった「幅広い教養を身にっける」

や「心のハリや生きがいを味わう」等の講座受講理由と合わせて考察すると、学習成果の活用

は「自分自身の生きがいや楽しみにする」等の自己啓発・自己尖現に結びっくことを期待して

いるのではないかと推察される。

その一方で、「ボランティア活動」や「身近な地域活動」、吐伽或のネットワークづくり」等

の社会貢献、社会参加活動などに活かす項目は、軒並み20%以下の低い比率であった0

これら結果から、学習活動の成果を社会的活動で活かすよりも、「生きがいや楽しみ」「自分

の健康やスポーツ活重刎「知識や技術を仕事に活かす」など個人の自己啓発'自己美現のため

に行っていると予測される

67

1.5

60.0

50.4

3

13

80.0
四向

10.3
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表10 学習の成果の活用

選択項目

1 教養を高め、自分の生きがいにする

2 健康管理、スポーツ活動に活かす

3 地域の学習活動の広がりに活かす

4 身近な地域活動に活かす

5 ポランティア活動等、社会貢献に活かす

6 地域のネットワークづくりに活かす

7 自己啓発を行い、仕事に反映させる

8 特にない

9 その他

52

N=463 M.T.=192.0

%人数

80.8374

22.フ105

17.581

9.142

18.887

15.873

20.595
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889度数合計
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図10 学習の成果の活用

教養を高め、自分の生きがいにする
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3)関心のある大学の講座内容【問9】

「大学で学ぴたいこと」として、どのような関心があるのか質問したところ、表Ⅱ.図Ⅱの
とおり、 7 割を超える71.1%の受講者が「教養を高める(歴史.文学.証学.法律.考古.心
理'地理等)」と回答している。次に、 20ポイント以上選択率が下がるが、「地域の歴史や文化
を学ぶ(伝統伝承文化・生活文化・地場産業・遺跡・考古学等)」と「趣味を加める(北楽
美術'書道'陶芸'舞踊等)」が40%台で続き、以下、 30%台では「社△.時事問題を理解す
る(例示、略)」、「健康管理の最新知識を学ぶ(例示・略)」などが続いてぃる。

このように「大学で学びたいこと」として、 7割以上の受講者が選択した「教養を高める」
ことは、質問7の「受講の理由」の回答と繋がることでもあり、受講者の自己敗八.自己実現
に結びっく学習内容が高得点となっているしかし、今日、市民二ーズだけでなく、社△的ナ
要請の高い地域課題にも大学として応えることが求められており、公開講座も社△の夕様ナニー
ズに応えるという観点から見直しが必要となってきてぃる

0.0

227

9.1

17.5

18.8

5.8
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80.0

20.5

4.8

100.0
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80.8

表Ⅱ 関心のある大学の講座内容

項目

度数合計

趣味を深める

教養を高める

社会・時事問題を理解する

健康管理の最新知識を学ぶ

生活の課題を理解する

教育問題を理解する

地域の歴史や文化を学ぶ

社会的活動(地域づくり、ボランティア活動)
IT社会・技術に関する学習

スポーツ・レクリエーション活動

農業・園芸等に関する知識・技術

自然科学の分野の学習

産業や経済に関する知識や技術

その他
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N=464 MT=365.5

人数 %

215 463

330 71.1

160 34.5

139 30.0

94 203

51 11.0

217 46.8

92 19.8

88 19.0

44 9.5

130 28.0

86 18.5

38 8.2

12 2.6
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図Ⅱ関心のある大学の講座内容
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農業・園芸等に関する知

自然科学の分野の学晋

産業や経済に関する知識

その他
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④島根大学公開講座への要望や感想【問12】

講座を受講された感想や講座への要望などを求めたところ、 224人(回答統、数の48.1%)か
ら記述をいただいた自由記述にっいては、計量テキスト分析を行うために、川輸元と樋口耕
の両氏が開発したKHcoderを用いた

1 全体の頻出語の抽出と分析

感想や要望の記述全体で508の文があり、抽出された総単語数は7,889であった0 )の単而の
内、記述文中の出現回数10回以上の単語を表12で示す。表12の頻出単語を見てみると、又講者
の公開講座.授業の受講や内容に係る単語(名詞・サ変名詞)で「講座」(100回)、「授業」

(34回)、「公開」(29回)、「講義」(20回)等が多く頻出している。また、学習行動に係わる単
語(サ変名詞.動詞)としては、「受講」(67回)、「参加」(32回)、「勉強」(16回)、「字ぶ」
(24回)、「受ける」(15回)など多く頻出している

また、これらに併せて、学習活動や講座受講の肯定的な気持ち表現する「楽しい」(45回)、

「大変」(23回)、「出来る」(22回)、「感謝」(14回)、「楽しみ」(12回)、「良い」(10回)等も数
多く頻出してぃることからも、多くの受講者が公開講座、公開授業に真塾に、またチ貝極的に取
り組んでぃるのではないかと推察される

一方、批判的、否定的な意味合いに捉えがちの単語である陟矣念」(Ⅱ回)も出現している
が、その「残念」の言葉が用いられた回答のⅡ文を見てみると、内8つの回答は、およそ「自
己都合で講座を受講できなかったのが残念」という内容であり、その他の「残念」の用法は、
次のとおりで、本学の公開講座にっいて批判的立場からの意見ではなかった0 以下に、回答文
の例を示す。

0士曜日講座だった上、何かと大きな行事とぶっかり受講できず、とても残'己、でした0
0..講座日が重ならないように申し込んだと思っていたのに、松江と出雲とが重なってし

まい、時間とれなかったのは、残念だった0

50.0

30.0

34

43

19.8

19.0

70.0 80.0

71.1

(%)

54



「クリツカー」を使うアンケートに対する使い方を最初に休んだので、少しも理解出
.

来ず答えられなかったことがとても残念でした。

0前期の日本史概説Aが聴きたかったですが、後期なかったのが残念でした。
0すべての講座に出席できず、遅れを取り戻せないうちに講座が終了して残念でした。

表12 自由記述に頻出した出現数10回以上の単語一覧

抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数

講座 Ⅱ出来る100 文楽22 21 14

思う2 内容94 12 大学22 22 13

受講3 講義67 13 楽しみ20 23 12

4 楽しい 45 14 増やす 科目19 24 Ⅱ

授業5 34 お願い15 残念18 25 Ⅱ

参加 32 学生16 続ける16 26 Ⅱ

先生 知る31 17 16 関係27 10

公開 29 勉強18 希朗16 28 10

学ぶ 19 受ける24 良い15 29 10

大変 23 感謝20

0

3

10

※KHcoderの分析では、

抽出される。

N

4

55

7

6

7

自由記述に頻出した出現数10回以上の単語の品詞

名詞 サ変名詞 形容動詞 動詞 形容詞

受講 67100 大変 23 思う 楽しい94 45

31 授業 残念Ⅱ34 学ぶ 良い24 10

22 参加 32 出来る 22

16 公開 29 増やす 19

N 講義 20 知る 16

13 お願い 18 受ける 15

松勉強 16 続ける Ⅱ

感謝Ⅱ N

関係 10

希望 10

活用する語は動詞、形容詞、形容動詞にかかわらず、すべて基本形で

8

9

30

9

5

10

講座

先生

内容

学生

文楽

大学

楽しみ

科目

2

8

6

表12-1



次に、「思う」(94回)は2番目の頻度で出現しており、受講者の公開講座への肯定的、否定的
の両方の意志表示に用いられるので、この言葉のある感想文等文章も注視する必要がある0 例え
ば、「思う」が使用されてぃる文章のいくっかを抽出すると次のような多様な文早が確ミ0、できる

四4文抽出の一音円

0講座のテーマ.内容・レベルにっいてはよかったと思、う0

0公開講座を受講して大変よかったと思っています

0趣味や教養の公開講座が少ないように思いますもう少し公開授業の科目をj"やしていただ
けたらと思います。

クビル)は、特に夜の場合、仕事帰りに利用しやすいと0学校外での講座(テルサやスティツ

思っています。

0医学テーマなどは出雲の医大キャンパスが会場になることが多いが、できれぱ払江での開催
の機会を増やしてほしいと思、う

0一力的な講義だけでなく教授に質問したり、学生の方と話し合いができるあラがあれぱ'と心、い
ます。

これらの「思う」の用法の例では、それぞれ感謝や要望、希望、期待、評価などの文,冒、を表現

するために用いられており、直接的な批判ではなく、講座の改善に結びっくような問遉の払摘や
要望が多く見受けられた。

このように自由記述の回答文の頻出単語を抽出し、その単語の用法を文単位で比較したところ、

講座に対する批判的な文言はほとんどなく、自由記述の感想全体としては、仏開講座又講者の評
価は受講者の満足度はかなり高かったのではないかと推察される0

今後、出現頻度の高い単語の文書検索を行うことで、公開講座への感想'恵見を刀析し、講座
のあり方を考える上で貴重な情報を得ることができるものと考える

@抽出した単語の出現パターンによる分析

前述の①では、自由記述文章の中の単語の出現回数と、及びその単語の持っ意味と使用され
てぃる回答の文意を注視し、受講者の感想や希望の全体的傾向を把握しようとしたものである

ここでは、単語の単なる出現回数ではなく、どのような単語どうしが関連しているかを刀析
することで、受講者の回答の特徴を見ようとするものであるそこで、出現した上位29而の抽
出単語の中で個々の単語の出現パターンを調べ、その似たものを線で結んで示す0円の大きさ
は、出現回数の多さを示し、各円を結ぶ線の太さは、共起の程度の強い関係を示している
実際に、 10回以上出現した単語の出現パターンを分析してみると、中心になる単而を軸に、

関連して出現する頻度の高い状況を6つの共起グループとして分けることができるそれらの
共起のネットワークを描いたものは図12のようになる

この図から、回答全体に多く書かれてぃる内容は、以下のように考えることができる

0 現役学生さんも音瞬舌.アルバイトとお疲れと思、いますが、勉学の条件が整っている
「今でしょう」と思われますが
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^

「授業」と「公開」に関すること、共起単語(「科目」「増やす」「楽しい
「講座」に関すること、共起単語(「思う」「受講」「参加」「公開」)
「学ぶ」ことに関すること、共起単語(「内容」「出来る」「残念」)
講義」に関すること、共起単語(「受ける」「大変」「希望」)
文楽」に関すること、共起単語(「良い」「知る」)
先生」と「学生」に関すること

受講 思う

残今

授業

゛
゛

'

出来る

'

子
J

'

'

゛

これらの単語の共起ネツトワークから考察すると、例えば、 a)は、「授業」を軸に「1成業の八
開」「科目を増やす」「授業は楽しい」のように単語を関連づけ分析すると件角業の八開に関する
こと」、②は「講座受講に思、うこと」、③は「学ぶことに関すること」、④は「講義を戸けること」、
⑤「文楽に関すること」、⑥「先生と学生に関すること」と関連する感想や要朗を挙げてぃると
考えられる。

自由記述の「島根大学公開講座の要望や感想」にっいて、記述内容を①全体の頻出証の抽出と
分析に併せて、②抽出した単語の出現パターンにっいても分析してみた。その#果、記ホ内六は、
大きく6つの単語の共起グループに分けられ、それぞれの単証の関連性から、戸講者の要如と感
想はおよそ肯定的な意見が多く、前向きな評価をしてぃると推察できた

先生

希望

図12 出現上位単語の共起ネットワーク

学生

良し
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Ⅲ調査のまとめ

1.公開講座受講者の学習集団としての概要と特徴

平成25年度調査に回答を寄せた466名の受講生のフェイスシート'データを整理'勿析してみ
ると、公開講座受講者の学習集団としての特徴は以下のようにまとめられる0

d)性別は、男性232人(49.8%)、女性234人(502%)のほぼ半数ずっである
②年齢構成は、 60歳以上の高齢者が全体の約7割(68.5%)を占めているその60歳以上の又

講者の内 6割(599%)を男性が占め、 60歳未満では、受講者の 7割強が女性(72.1%)となっ
ている。

(3)受講者の職業は、「無職」が48.1%で、次に「専業主婦」が17.8%となっている0
60歳未満の職業では、「公務員」の25.9%を筆頭に、「専業主力市(夫)」 17.フ%、「云社員」

143%、「パート.アルバイト」 13.6%と続いており、「公務員」が現役世代として最大の文講
者層となっている。

60歳以上では、「無職」が67.フ%、「専業主婦(夫)」が17.9%で、この両者で堂講者の85・6而
を占めており、受講者全体の58.6%と中心的な学習者集団となっている0

2.公開講座受講者の学習意識と学習行動の概要と特徴

山受講者の受講理由

公開講座受講者の受講理由では、受講者の74.5%が「興味のある内容の講座があるため」を
選択し、次に、受講者の50.4%が「幅広い教養を身にっけるため」を選択している0 受講者の
学習二ーズが講座受講の学習行動の大きな要因となっている0

次に、具体的な受講理由として「心のハリや生きがいを味わうため」(38.0%)、「退職後の
余暇の充実のため」(32.0%)、「生活の時間に余裕ができたため」(27.5%)等が選択比¥の上
位を占めてぃるが、60歳以上の高齢者を中心とした学習集団が全体の6割近くを占めているこ
とが、これらの上位選択項目の大きな要因と推察される0

受講理由の上位選択項目から考察すると、より多くの市民の参加を推進するためには、地域
住民の学習二ーズを幅広く把握し、個々人の自己啓発・自己実現に結ぴっく教養講座や社云の
変化に対応する専門性の高い講座の開講が必要と考えられる

)受講者の学習の成果の活用

学習の成果の活用方法では、圧倒的高い選択率80.8%で「趣味・教養を高め、生きがいや楽
しみにする」が選択されてぃる。次点は、およそ60ポイント低い選択率で「自分の健康倫理や
スポーツ活動等に活かす」(22.フ%)、「矢脈哉や技術を高めたり、資格を習1守したり、自己、洗
を行い、仕事に反映させる」(20.5%)が選択されている。これらの上位選択項目から推察す
るに、公開講座での学習の成果は、「生きがいや楽しみ」「自分の健康やスポーツ活動」「矢賑哉
や技術を仕事に活かす」など個人の自己啓発・自己実現のために行っているものと考えられる0

一方、「ボランティア活動」や「身近な地域活動」、「地域のネットワーク▼づくり」等の社云
貢献、社会参加活動などに活かす項目は、軒並み20%以下の低い比率となっており、これらの
結果から、本学の公開講座の受講者は、学習の成果を社会的活動で活かすよりも自勿自身の自
己啓発や自己実現のために活かすことをまず考えていると考察される0
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3)関心のある学習内容

「大学で学びたいこと」として、どのような事に関心があるのか質問したところ、 7判を超
える71.1%の受講者が「教養を高める(歴史・文学・語学・法律.考古.心理.地理等)」と
回答している次点は、 20ポイント以上選択率が下がり「地域の歴史や文化を学ぶ(伝統イー承
文化'生活文化'地場産業・遺跡・考古学など)」及び「趣味を深める(土楽.美術.書首
陶芸'舞踊など)」が40%台で続き、次に、「社会・時事問題を理解する(例示、略)」、「健康
管理の最新知識を学ぶ(例示・略)」などが30%台では続いてぃる。

このように「大学で学びたいこと」として、 7割以上の受講者が「教養を高める」ことを選
択しており、受講者の自己啓発・自己実現に結びっく学習内容が高得点となってぃる。このこ
とは、質問7 「受講の理由」、問8 「学習の成果の活用」の回答と相まって、市民の大Nでの

学びの目的が「教養を高める」ことが中心となっているものと考察されるしかし△日、市
民二ーズだけでなく、社会的な要請の高い地域課題にも大学として応えることが求められてお

り、市民の学習機会となっている公開講座も社会の多様な二ーズに応えるという観点から見百
しが必要となってきてぃる

3.公開講座・公開授業の在り方への要望、希望

「公開講座にっいての要望や感想」の自由記述回答にっいて、前章で文章中の頻出単証の八析
や頻出単語の出現パターンの分析を行ったが、それらの分析をもとに、出現した単証の出現パター
ンを6つの共起グループとして分けることができた。次に、それらの共起グループごとに頻出単
語をキーワードに関連文章を検索・抽出したものが下記の例示文となる。これらの例示文を頻出
単語と関連文書をもとにまとめると「公開講座の在り方への要望や希朗」はおよそ以下のよ'に
なる

①「授業」と「公開」に関すること、共起単語(「科目」「ナ畄やす」「楽しい」)
近年の社会的な課題が理解できる内容の授業を公開授業にしてほしい

継続的に、段階的に学びたいので、上のレベルの授業を公開してほしい

もう少し公開授業の科目を増やしてぃただきたい。
② 「講座」に関すること、共起単語(「思う」「受講」「参力山「公開」)

「~と読む会」といった外国文学の公開講座があると良い
県西部での公開講座を増やして欲しい

政治や経済など時事問題を学べる講座を公開講座に取り上げてほしい^ 0

③ 「学ぶ」ことに関すること、共起単語(「内容」「出来る」陟美念」)
生活に役立っ法律、医療にっいてもっと詳しく学びたい

高齢者にとって、最初の講義で若い学生の方に対し紹介してぃただくと、ともじ丹ぶとい
輪に入っていけるような気がします。

「講義」に関すること、共起単語(「受ける」「大変」「希望」)
今回の講義日は、士曜日でしたが、今後は出来れば平日を希望します

文学や歴史を学ぶのに講義形式の授業だけでなく、演習形式の公開授業が猶えることを希朗
しています。

一方的な講義だけでなく質問したり、学生の方と話し合いができる場があれは'と貝います
「文楽」に関すること、共起単語(「良い」「知る」)

講義と文楽の観劇の組み合わせはとても良い企画だった。来年度もやってほしい。

④

⑤
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⑥「先生」と「学生」に関すること

・全国的な有名な先生の話を聞きたい。

先生の声がもうすこし大きいとありがたいです。聞き取りにくいこともあるので0

.もう少し先生の指導があっても良いのではと思いました0

以上のように「公開講座の在り方への要望や希望」は、講座の内容、講座の運営、講師や開催場
所.時間、授業形式、教師と学生との関係まで多岐に亘っており、市民の要望や希望も参考にしな
がら、今後、島根大学にふさわしい「公開講座の姿」にっいて、学内の関係部局'センターなどで
対応・協議を進めることが必要となってきている。
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公開講座受講者アンケート

.・・・・フ"'ン、う、^ト^^メja)ますモ、.....

_受講者の皆様

本学の公開講座を受講していただき、厚くお礼申し上げます。

さて、島根大学では、公開講座受講者の皆さまの学習活動への「感想」

や「期待」、「思い」等をおたずねし、今後の公開講座の企画.運営の改善
に反映させる目的で、講座終了時にアンケートを実施しております。

ご多忙のところ大変恐縮ですが、本アンケートの趣旨をご理解いただき、
ご協力いただきますようぉ願い申し上げます。

なお、皆様の回答は、前述の目的以外には使用しませんのでご承知おき
ください。

1、回答は、あてはまる番号に0で囲んで下さい。なお、設問によっては
複数の回答ができる場合もありますので、ご注意下さい。

2、回答が「その他」の場合は、その番号を0で囲むとともに、()内
具体的にその内容をご記入下さい。

3、ご記入いただいたアンケート票は、大変お手数をおかけしますが、

講座終了N おりの、に講座担当者におし下さい

※もし、当日お渡しできない場合には、後日、来校の際に生涯教育

推進センター窓口に持参されるか、郵送又はF態にて下記のセン

ター事務室までお送り下さいますようぉい申し上げます。

ご記入の前にお読みください

島根大学生涯教育推進センター

アンケートについてのお問い合わせ先

島根大学生涯教育推進センター担当:仲野

住所:〒690-8504 松江市西川津町1060

電話:0852-32-6408

FAX:0852-32-6098

E メーノレ: erC11@edu. shimane-U. ac JP



あなたご自身についておたずねします

質問1 性別についてお答えください。(どちらかの番号に0)

1.男性 2.女性

質問2年代についてお答えください。

1.20歳未満 2.20歳代

6.6 0歳代5.50歳代

質問3 お住まいの地区はどこですか?

2.出雲市1.松江市

5.米子市4.雲南市

フ.その他の市町村(

質問4 あなたのご臓業、またはする業種は何ですか?

2.専業主婦(夫)1.商工自営業

5.自由業伯営)4.会社員

8.団体職員フ.公務員

11.その他・具体的に(10.学生

※8.自由業とは、医療関係、法務関係、会計経営関連、芸能、

(あてはまるもの1つに0)

3.30歳代

フ.70歳代

(あてはまるものに0)

3.安来市

6.境港市

島根大学公開講座の受講についておたずねします

質問5 公開講座の募集を何で知りましたか?(あては談るもの全てに0)

2.大学の受講生募集の案内の小冊子1.大学のホームページ

4.新聞の記事(講座や講演等の案内、お知らせ)3.新聞折込みの募集チラシ

5.テレビ.ラジオ等のお知らせ 6.公共施設(公民館等)に配置した募集チラシ

フ.「市町村の広報」のお知らせ 8.学校や地域の集会等で配布した募集チラシ
10.そのイ也(9.クチコミ

4.4

8.8

0歳代

0歳以上

質問6

(あてはまるもの1つに0)

3.無職

6.農林漁業従事者

9.パート・アノレバイト

文筆業、習い事教師等の自営者

島根大学公開講座を受講されるのは何回目ですか?

3.3回以上2.2回目初めて1

質問7 公開講座を受講した理由は何ですか?(あてはまるもの全てに0)

2.仕事に役立つ専門的知識や技術を学ぶ幅広い教養を身につける

時代や社会の変化に遅れないため 4.心のハリや生きがいを味わうため

興味のある内容の講座があるため 6.友人・知人にすすめられたため

話を聞いてみたい講師がいるため 8.退職後の余暇の充実のため

仕事に役立っ資格を取得するため 10.健康保持のため医療・介護知識を学ぶ

地域活動等の社会貢献に活かすため 12.生活の時間に余裕ができたため

学生や教員、受講者同士等いろいろな人と交流するため
15.その他(大学の雰囲気を味わうため

(あてはまるもの1つに0)
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質問8 公開講座で学んだことをどのように活かしたいと思いますか?
(あてはまるもの全てに0)

1.趣味を深め、教養を高め、自分の生きがいや楽しみにする

2.自分の健康管理、体力づくり、スポーツ活動に活かす

3.他の人に知識や体験を伝えるなど、地域の学習活動の広がりに活かす

4.自治会・ PTA ・地域の各種団体など、身近な地域活動に活かす

5.ボランティア活動など、社会参加、社会貢献に活かす

6.いろいろな人と交流するなど、地域のネットワークづくりに活かす

フ.知識や技術を高めたり、資格を習得したり、自己啓発を行い、仕事に反映させる

8.特にない

9.その他(具体的に

質問9 今後、「大学で学びたいこと」としては、どのようなことに関1山がありますか?
(関心があるもの全てに0)

1.趣味を深める(音楽・美術・書道・陶芸・舞踊など)

2.教養を高める(歴史・文学・語学・法律・考古・心理・地理など)

3.社会・時事問題を理解する(社会経済・国際関係・環境問題・エネルギーなど)

4.健康管理のための最新知識を学ぶ(健康法・医学・最新の治療法・栄養など)

5.生活の課題を理解する(消費者問題・年金・介護・保険・詐欺・家族関係など)

6.教育問題を理解する(犯罪、ひきこもり、いじめ、虐待・家庭・学校内暴力など

フ.地域の歴史や文化を学ぶ(伝統伝承文化、生活文化、地場産業、遺跡、考古学など)

8.社会的活動け也域づくり・ボランティア活動・福祉活動など)

9.1 T社会・技術に関する学習(パソコン操作、インターネット・1CT・SNS など)

10.スポーツ・レクリエーション活動(チ旨法、競技技術、 スポーツなど)こニコ.^

Ⅱ.農業・園芸等に関する知識・技術(食品安全、農薬、実践的な農業技術等)

12.自然科学の分野の学習(地球環境、宇宙、原子力、物理学や地質学、生物学等)

13.産業や経済に関する知識や技術(最新の士木技術、生産加工技術、太陽光発電など)

14.その他・具体的に(

質問10 島根大学公開講座について、要望や感想等がありましたらご記入ください。

これで質問は終わりです。ご協力ありがとぅございました。

＼

_ノ
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